
（別紙３）

～ 8年　1月　30日

（対象者数） 21 （回答者数）
16

～ 8年　3月　10日

（対象者数） 5 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子ども達にとっての最善とは何なのかを考えながらよりよい支援

ができるよう職員間で話し合いを進めています。

2
お子さんが楽しく取り組めるように支援者も色々と試行錯誤しな

がら学んでいきます

3

お子さんの「やってみたい」の声に応えながら一緒に楽しみ本人

がどうありたいか人として向き合い「この人なら頼れる」と感じ

られる安心感を伝え続け共有していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・保護者やきょうだいが交流を設けられるよう検討していく

・土曜日の課外活動の情報発信をしアプローチをしていく

2
地域イベント等を把握し安全面に十分配慮しながら今後の関わり

方を考えていく
地域交流

・事業所内での活動で完結してしまい交流の場を設ける事

　が難しい

・ご利用いただいている時間帯も放課後の為出向し機会も

　少ない

保護者様と日ごろから子どもの様子と支援などの伝えあい共

通理解ができている

保護者様の要望・相談と興味関心のある事を織り交ぜながら

成長していけるように支援内容・課題を工夫しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

きょうだい同士の交流の機会がない
利用児支援に注力している為、中々きょうだい支援に視野を

広げられていない

お子さんや保護者様に寄り添った支援を心がけている

お子さんや保護者様との日々の会話を大切にし、小さな変化

にも気づけるようにしています。

送迎時、連絡帳、面談等で一緒に考え、必要に応じて助言や

情報共有をしています。

子ども達が安心感を感じながら楽しく通所できている
日々変化していく子ども達をチームで支援する事により、安

定した支援ができるように工夫しています。

○事業所名 放課後等デイサービス　紙ひこうき

○保護者評価実施期間
8年　1月　21日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
8年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


